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■■■■ＰＭＦ（パシフィック・ミュージック・フェスティバル）ＰＭＦ（パシフィック・ミュージック・フェスティバル）ＰＭＦ（パシフィック・ミュージック・フェスティバル）ＰＭＦ（パシフィック・ミュージック・フェスティバル）についてについてについてについて    

    

１１１１    概要概要概要概要（※抜粋：ＰＭＦホームページ）    

パシフィック・ミュージック・フェスティバル（ＰＭＦ）は、世界の若手音楽家の育成

を目的とした国際教育音楽祭です。20 世紀を代表する音楽家、レナード・バーンスタイン

の提唱で１９９０年に始まり 、毎年夏、日本の札幌を主会場に開催しています。 

ＰＭＦの中心は、世界を代表する音楽家を教授陣に迎え、世界各地のオーディションで

選ばれた若手音楽家を育成する教育プログラム「ＰＭＦアカデミー」。毎年、緑豊かな札

幌芸術の森で、高い技術と豊富な経験を若手音楽家に伝える感動的な指導風景が繰り広げ

られます。 

また世界的レベルの音楽指導を広く一般の方にも公開する「オープンリハーサル」や「教

育セミナー」も開いています。 

ＰＭＦは、札幌市を主体として設立された公益財団法人パシフィック・ミュージック・

フェスティバル組織委員会によって運営されており、 多くの団体、企業、個人の協力によ

り成り立っています。グランドパートナーズ（特別支援企業）として、 野村グループ、パ

ナソニック、トヨタ自動車、ヤマハが支援しています。 

Pacific（パシフィック）は平和を意味しており、音楽教育を通じて世界平和を希求した

バーンスタインの願いがこめられています。 毎年、国籍や言葉の壁を超えた交流とハーモ

ニーが奏でられ、世界に広がっています。 

 

＜音楽普及事業＞（※抜粋：2012年公式プログラム） 

（１）オープンリハーサル 

ＰＭＦオーケストラのゲネプロ（本番直前の全体リハーサル）を一般に公開するプ

ログラム。中学生以上が対象。募集人数：１日あたり100人。 

（２）ＰＭＦ教育セミナー 

音楽普及事業のひとつであるＰＭＦ教育セミナーは、世界で活躍する音楽家が行う

音楽講座や、ＰＭＦオーケストラのリハーサル見学など、ＰＭＦならではの充実した

プログラム。高校生以上が対象。募集人数：50人。 

（３）ＰＭＦ青少年のための音楽会 

ピクニックコンサートで行われる小さな子供たちとその保護者を対象とした、トー

クを交えわかりやすく作品を紹介するコンサート。 

 

 

２２２２    ＰＭＦＰＭＦＰＭＦＰＭＦアンサンブル演奏会アンサンブル演奏会アンサンブル演奏会アンサンブル演奏会（（（（アウトリーチコンサートアウトリーチコンサートアウトリーチコンサートアウトリーチコンサート））））についてについてについてについて    

≪2012 年の主な開催場所≫（※抜粋：ＰＭＦホームページ） 

・ＪＲ札幌駅南口１階西側コンコース「妙夢」前 

・もいわ山中腹エリア フォレストギャラリー  ・北海道庁旧本庁舎（赤レンガ） 

・札幌市清田区民センター  ・北海道立三岸好太郎美術館  ・札幌市東区民センター 

・札幌時計台ホール  ・札幌市役所１階ロビー 
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・アルテピアッツァ美唄アートスペース  ・富良野演劇工房 

・奈井江町文化ホール  ・苫小牧市民会館  ・北広島市芸術文化ホール（花ホール） 

＜参考＞（※事務局担当者より聞き取り） 

上記以外に実施したことのある街としては、 

  ・函館市  ・千歳市  ・黒松内町  ・蘭越町  ・栗山町 

 

≪ＰＭＦのオーケストラ奏者を招へいするには≫（※事務局担当者より聞き取り） 

（１）自治体の教育委員会、ＮＰＯ法人、青少年育成団体など、音楽の普及に関して明確

な目的があれば、招へいする団体は問わない。 

（２）７月から８月にかけて、確実に実施できる場所の準備（調整）が必要。 

   なお、吹奏楽であれば、多少天候が悪くても演奏できるため、演奏場所は屋内・屋

外を問わないが、弦楽器については、湿度の管理や雨天時の雨音等、会場の選定に注

意が必要。 

（３）参加対象者（中学校の生徒など）を明確にして、事前に調整する必要がある。 

（４）１回あたり２時間弱（15～20 分の休憩を含む）、４～５人程度の演奏グループが４

～５グループ、計２０人弱を招へいする場合、予算として約 42万円が参考となる金額。 

（５）ＰＭＦ事務局側では、会場到着までの準備を行うとのこと。（出演者との事前調整、

舞台監督、通訳の手配、楽器や特殊なイスといった備品の準備、奏者送迎バスなど） 

（６）奏者は、フェスティバルの期間中にオーケストラの練習があるため、なるべく札幌

から日帰りできる範囲内の街で演奏会を行うことが望ましいとのこと。 

（７）演奏会の実施に関するプログラムをつくる準備のために、フェスティバル開会前の

かなり早い段階からの詳細な打合せが必要。 

 

 

３３３３    ＰＭＦ教育セミナーについてＰＭＦ教育セミナーについてＰＭＦ教育セミナーについてＰＭＦ教育セミナーについて（※抜粋：2012 年公式プログラム）    

  音楽普及事業のひとつであるＰＭＦ教育セミナーは、世界で活躍する音楽家が行う音

楽講座や、ＰＭＦオーケストラのリハーサル見学など、ＰＭＦならではの充実したプロ

グラム。高校生以上が対象。募集人数：50 人。 

 

≪教育セミナーの実施要件≫（※事務局担当者より聞き取り） 

 教育セミナーは、吹奏楽の指導者や学校の音楽教諭などを対象として実施していたが、

現在では一般の方も参加できるように高校生以上を対象として実施しているとのこと。 

 かつて、札幌市内の小学校１クラスへ訪問していた経緯もあるが、①毎年継続して実施

する学校の選定の問題、②アーティストとの日程調整など短期間で準備することが困難、

③生徒を夏休み中に登校させる問題、④フェスティバル中は忙しくて音楽プログラムをゆ

っくり作成できないなどの理由により、現在は、札幌コンサートホール「Kitara（キタラ）」

をメインに実施している。 
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※ 教育セミナーを今後さらにどのようなプログラムにしていくかについて、事務局にお

いて検討中。現在のプログラムにおいて、江別市で音楽の普及を行うのであれば、アン

サンブル演奏会（アウトリーチコンサート）を活用した方が良いのではないかとのこと。 
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■■■■サイトウ・キネン・サイトウ・キネン・サイトウ・キネン・サイトウ・キネン・フェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバル    松本松本松本松本についてについてについてについて    

 

１１１１    サイトウ・キネン・オーケストラサイトウ・キネン・オーケストラサイトウ・キネン・オーケストラサイトウ・キネン・オーケストラについてについてについてについて    

（※抜粋：サイトウ・キネン・フェスティバル松本ホームページ）    

サイトウ・キネン・オーケストラは、日本の代表的な音楽学校である桐朋学園の創設者

のひとりであり、偉大な教育者であった故齋藤秀雄教授の没後 10年にあたる1984年 9月、

彼の弟子である指揮者の小澤征爾と秋山和慶の呼びかけにより、齋藤の教えを受け、現在

では世界各地で活躍している音楽家 100 余名が日本に集まりコンサートを行なったのが基

礎になっている。 

 

 

２２２２    松本市としての松本市としての松本市としての松本市としての音楽に対する音楽に対する音楽に対する音楽に対する取り組み取り組み取り組み取り組み    

（※抜粋：松本市長ホームページ。所管：政策部国際音楽祭推進課） 

（１）基本的な考え方    

松本市は、松本城をシンボルとした城下町であるとともに、三つの「がく都」とも

呼ばれています。アルプスの「岳都」、サイトウ・キネン･オーケストラに代表される

音楽の「楽都」、そして、旧開智学校や旧制松本高等学校当時から受け継がれてきた、

学問教育を重んずる「学都」です。 

松本市では、具体的なまちの姿として、（１）城下町松本の再生、（２）次世代交通

政策の推進等による中心市街地の活性化、（３）健康、医療産業の創出、誘致、雇用の

創出、（４）地域住民によるいきいきとした地域づくり、（５）三がく都に加え松本山

雅ＦＣによる交流拠点都市の形成、という５つの施策を重点的に進めています    

（※注：「松本山雅ＦＣ」はＪ２リーグのサッカーチーム） 

 

（２）「サイトウ・キネン・フェスティバル松本」の共催 

主催：サイトウ・キネン・フェスティバル松本実行委員会 

／公益財団法人サイトウ・キネン財団 

共催：長野県／松本市 

総監督：小澤征爾 

公式公演：オーケストラコンサート、オペラ、室内楽 

公式公演以外の事業：子どものための音楽会、青少年のためのオペラ  他 

支援協力事業の実施 

・演奏会運営への支援協力事業   ・歓迎、装飾事業    ・広報、宣伝事業 

・街の美化及び環境整備事業     ・ホスピタリティー事業 

 

（３）関連事業等の実施 

・フェスティバル展  

・温ったか出前コンサート、特別出前コンサート 

・吹奏楽パレード、合同演奏会     ・楽器クリニック 
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・歓迎演奏会「お城 deハーモニー」 

・スクリーンコンサート（会場さながらの雰囲気を楽しんでもらおうとハイビジョ

ン映像と 5.1chサラウンドの高音質音声の生中継によるスクリーンコンサートを

札幌でも開催。2012 年 8 月 23日（木）パセオ センター地下 1階テルミヌス広場） 

 （※コンサートに関する説明抜粋：ＨＴＢホームページ） 

・ウェルカム ストリート・ライブ（サイトウ・キネン・フェスティバル松本を歓迎

するストリート・ライブ（松本市国際音楽推進団体協議会主催）で、松本駅東西

自由通路で地元のアマチュア演奏家が、ジャズやポップスなど２０曲ほどを奏で、

行き交う人々が足を止めて楽しんでいます。）  

 （※ライブに関する説明抜粋：信州ライブオンホームページ） 

    

３３３３    サイトサイトサイトサイトウ・キネン・フェスティバルウ・キネン・フェスティバルウ・キネン・フェスティバルウ・キネン・フェスティバルの実施体制の実施体制の実施体制の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※資料：長野県平成 23年度事務事業評価シート、松本市平成 23年度予算書、ＳＫＦ松本

ポランティア事務局ホームページ） 

 
・フェスティバル開催経費 
 約 7億円／年 

うち、市からの共催負担金 

 約 1億 3,000 万円／年、 
県からの共催負担金 

 約 5,000 万円／年 
 
 
・関連事業を含めた 
 鑑賞者数 
 91,996 人（平 22） 
 
 
・青少年向け演奏会 
 鑑賞者数 
 全県で小中学校 368 校 
 22,989 人（平 22） 
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４４４４    サイサイサイサイトウ・キネン・フェスティバル松本におけるボランティアトウ・キネン・フェスティバル松本におけるボランティアトウ・キネン・フェスティバル松本におけるボランティアトウ・キネン・フェスティバル松本におけるボランティア 

                       （※抜粋：ＳＫＦ松本ポランティア事務局ホームページ） 

毎年開催されるサイトウ・キネン・フェスティバル松本（以下ＳＫＦ松本）は、ＳＫＦ松本実行委員

会と（財）サイトウ・キネン財団によって主催されています。 

その中でＳＫＦ松本ボランティアは、演奏会運営協力、来場者・出演者・スタッフへのサービスを

主な活動として、松本市国際音楽祭推進団体協議会と共に、ＳＫＦ松本事務局を支援していま

す。 

ボランティア活動を統括している事務局は、７月下旬から８月上旬に組織されますが、このスタ

ッフももちろんボランティアです。 

約２ヶ月の長期にわたりボランティア活動を行うのですから、常に事務局は人材不足に悩まさ

れています。長期にわたり時間的都合がつくスタッフ（２０００年の場合は大学生が協力してくれま

した）がこの大変な事務局を支えています。 

ボランティアの主な活動は、演奏会運営協力、来場者・出演者・スタッフへのサービスです。 

具体的には会場作り（椅子並べやステージ作りなど）やお客様の案内が主です。 

演奏会期間中はほとんど演奏を聞いている暇はありません。「縁の下の力持ち」を忠実に守り

ながら働いています。 

表に出ることは少ないのですが、しかし「自分達がこの世界レベルの音楽祭を支えている」とい

う思いは何ものにも変えがたく、そして一人一人の大切な誇りとなっています。 

現在ボランティア登録者は５６７名です。 

しかし、１回の公演について必要な人数は８０名ほどです。ボランティア登録の際に、参加可能

日を申告してもらうのですが、残念ながら人数が超過した場合お断りすることもあります。 

ボランティアと言うくらいなので、活動していただいた仕事に関しての報酬がありません。さらに

言えば、交通費や滞在費なども出ません。 

松本市内であればそれほど負担にはならないのですが、東京や名古屋など遠くから参加して

いただいているスタッフもいます。その方たちのご苦労は計り知れないもの。それでもＳＫＦ松本

を支えてくれる熱い思いには本当に頭が下がります。 

そんな熱い思いを持つスタッフと、素晴らしい演奏を奏でるＳＫＯのメンバー、そしてその感動を

喜んで受け止めてくれる観客の皆様があってこそ、ＳＫＦ松本は色あせぬまま続いて行くのでは

ないでしょうか。 


